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背景と研究目的

はL;めに

軌書附i'Eの特殊型として､非'.Wこまれな斬帖nexlOn myClol泊Lhyとよばれる一疾

1'iiiが作れ三する Ji=椛はほとんど才芋iFのリl性に発托し､綾徐iFTi性の一朗什kまたは

-帆優位性の千･ltJ;I-腕の筋萎縮を皇する｡本荘の神鮮放射線学的特徴として､脊

髄道好 MRI上､Itll')'屈時に下位勤椎の硬膜復唱の前方移動が見られ､筋性が伸

張する所見や､yl他がrTlJ方に存tEする雌休と､前方移軌してきた硬股後A-'gにより

LE迫を受けるTTT兄が認められるqこの疾心の原図は不lHとされているが､ffi仙LJTJ

屈がTf髄蛙の発LEにZ娼与していることがほぼ確定している｡門真=こrHlEとTf髄の

発帝不均衡が存在することが疑われているが未だ証明はされていないCもし､rB7

因が脊椛･伴性発布不均衡にあるとすれば､形感上に特イiの所見が-(ll-在し､何ら

かの リスクファクターが存在することがT･測される｡これまで､木111魁L拝の

MltI上の所見につき馳常省との比較を行ったLW兜はなく､また､樺山率のソl女

題のIJ,7因についての研究もなされてこなかった.このため､MR】をもとにこれ

らを究明することを木研究のrltr.Jとした｡



｣齢雌nexLOnmYeJopaEJ7YのM,%

別/Ⅰ三､コンセンサスのflLfられている野l川1㌔におけるmydt'l-it仙yの光AJ.既梓は､

馴 化後rl崎のdlSCのprotruS】onと､使腿と出色軌･.HfのloldlnL･(たわみ)による

l)lnCCl~mCChantsm(Fig.1)(PcnnlngCtal,1(iN36)である

これに対し､璽剛性ncxton myclopaulyは馴 伽TI屈時に斬髄が経机 椎ILIDtbiなど

のIyJJJJt2dfや､前jJ-#刺してきた F珊瑚椎倣順後噌により圧迫を受けたり,rLJTJJlll

峠の符髄そのものの伸張が原L犬は なって起こるきわめてまれな行髄仰古を総称し

たものである (大JJRら,1993)o馴 化ncxl()nmydopaLhyの概念は 196O咋代にすで

に指摘されていた (Rctd,1960A,19601叩 rclgCLa),1966̂ ,1966B)｡ Reldの C̀Id;lVeJ･

による観'#により郡部前ILLi将に部胤や野川t=唖脱背は伸張することが示され､これ

は特に下部堅剛任において認められた (Rcld,1960B) 13LClgらは実刑脚剤こか ､て前

屈がmyclorx)thyの脚 長に祢与する機序として､conLilCLpt･cssurc(接触によるTf

馳圧迫)とaxlal Lcns】on (朽髄のqIJ削lり方向への緊張ノJ)の概念を掛rlLた

(Fl宝.2)(Brc唱eLa】,1966A)o l3rclgらはさらにcadavcrにmCrOanglOgTq)hyを川い

て野l部的屈伸のTLi他山のIhL流低 Fを誰ULした (lirclgCLal.1966B) なお､鰍椎

rL1.'JJ山にIYうrf馳仰日に刈し､はじめてnexIOn nlyCIoIXJLhyの名称が川いられたの

は1987年のことである (菊地ら.1987､ IwasaklCtaL1987)

矢田らは1982年､実質上flexl0n myC)opaLhyと々えられる彼らのrovcrsLretch

綻例'において､Wl部l了TLI,71によりT榔軸椎離脱後蛙がr)TJ/JJに移動し､椎体後Lrllに

より朽他が圧迫前てIZ化されること (Flg.3)を報告し､ LくcEdや B'elgらの槻念を戯
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調した (矢nlら.1982) この硬膜後岬の1)1'J方移動はIJ一冊Hでは.点められないか､

認められてもごく軽度とされている (二ルら.L鍋gA､f汀九ら,1989̂)

'̂川らは､このBi象か捌 tLの発fTとrf胤および離脱の兜fHこ/Hlする小YIJ恥を

原因として強く推定し､ m)･doIXILllyの発現横IFとして都府帆 巧の朋Jバこも‥放

した (矢田ら,1982) また､彼らはミエログラフィーでのlJTJbl時の後収の過伸

展とenLnrZOneのEEi脚への移動から輔#rp']捕時にn髄が1-Jj-移動していること

を排起した (Fig.3)(矢mら,1984､三)トら.1984)

人柱は､現在までの報'L=を合わせても､国内から250例未満､Eg外から約 150

例と非'iTTに少なく､柿少である

fLi推 恥x.on myclopathyのうちの､ 卜維新髄伏｢旧 の1nlJrJのみが陪審されたrf

胤F-JTJJPJl虚仮仰 ま平LLL病 (茄iF作 一mlJI-JLi筋萎好抑 )として矧られている(=井ら,

198G.1989八､揃 .1990､北川ら.1992､人成ら,1993､､17ul,1996)



平山虜について

､17lIl病は､､1′lllらにより砺基節作州,k健化l■1(;lmyOtl･OPh.t･ L.ltCT7.l stlH1-SIS.

ALE)や符髄推進子丁稚fB塵輸血 (sTMlalprogrcssIVCmuSCUlar乙Lt∫OPhy,SPM̂ )など

のT110tOrTICurOndlscaseに分類さtl.ていた1jt例群中より､特殊なtL織をもつ 即

として//)能された (平山ら,1959) しかし､20iト以 Lにわたり仏変部位のr"]延

がなされず､La終的に繋i維抗三の特殊JPりこ位関目けちれた卵塊深い炊魁である 117

山の報告以来(jl星山ら.1959､ Illr;ayalTuetaLl'B )､I1本のみにととまらず国外

よりも報告が散化されるようになった (勝^ ら,1962､安藤 ら,1962,L%3､

Pll酔ardctal,1968､ ComlXlrnOl)C.1973､ 日ashlTT10tOCL;)I,1976､佐々木ら.1977､

SobuccHll,1978､ AdormLocLaI,1978､ SlngheLul,1980.Gounc- DcvICt

at,1984､ MetcaIfet̀ll,1987､ PclnSCtal,1989､ MISl-JCLal,1995.Robbcrcchtct

al,lLJ97,ChcncLal.1998)

その臨J,FrY･)特徴は､(I)岩咋(Ill-24歳)に苑柄する (2)作例的に男性が多く肝

.Tiiする (3)椎.出版は-8LIJ性または-側健位性のものが多い (4)f ･前腕に限FETdす

る脱着縮分布に特仕があり､境界が肘の近くからF-1TJ腕外側の中火にかけて斜めに

止る(obllquC atrophy)(5)駈什症状として伯の堪れ爪純と糾iiE時の謀えがみられ

ら (6)非擢池側の同名舷に治在性病変が肪TG図検丑でとらえられる (7)楢fl作に

発病し､徐々に進行するが数年で仲IL作となる (8)陰性徴仮として､感光や胆反

射の本質的な異常はない (9)家族作発BLは席イ了､などである (､l王山.1972)

凪8反射に桝しては､平山らはJLTi的には災冊を認めないとしているが (11日1
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ら,1959､ 日lT71y;lmaeL;I),1963､平lH,1972,1992,1993)､ 卜版艇反別J'1:iBJや F-脳

髄反射低下 .̂乍を認める1i-E:例も多数稚'bされている (PI三々 ^ら.1977､ Sobutニ eL

.Jl,1'J76､ Guuric-1)cv】cLLLul)dl､ .)lら,LtJtit)̂､松州ら,J')H{1)

針筋了は岡で神経原作放''Li(持椀時ILEJの延L=i,砧振肺,多相竹三)が耽諾されてい

ること (長的ら,1980)と筋LE候における東性筋萎縮性のJTrl見 (平山.1972)から

肪病変が否定され､Sobueらにより､病変が神髄内に仔1I三するHJ他作が,I..I.いこ

とが示唆された (Sobuectal,1978).その後CTmyelogl-al)hy(CTM)で ド淋断髄の

部分的萎鮎の所見が職告され (向井ら,1984､松村ら,1984)､松村らはrf倣萎縮

の形態からrllTJ角萎縮を推定した (松村ら.1984)Uそして 1985呼､平IIJらにより

仰亮の初剖検Ifr兄が発表され (jILLHら,1985､ 日日71yanlaCLaLユ987)､柄変は下

部野t髄に限Idして柄杓に認められ､同位は斯f随症の-型と位EHllけちれた.この

剖検例のrf胤病理所見は､C5-Tl特にC7,8の両側のTJTJ11rlが蟻死に陥り､筋萎

縮の優位な側に強く､盛田の粗搬化と大型 ･小型神経榊Jrigの減少 変性を.lEめた

白fiの変化はなく､また､再髄良､馴 典良､馴 馴Ir展牡にも邦常はみられなかっ

たという (jFZ山ら,1985).符髄は脱｣tll性機序に別して,灰lLl巧特に前角がJilも

脆弱とされているため (日ashlmOLocLau976.矢u｣ら.1985,1986,1987､柿ら,

1986､井上ら,1989)､これらの所見より､そのI-1TJ'111病変は術屈伸蛮性の機序に

よるものと考えられた (平山ら,1985､ HlrlyamaCLau987)｡その後､平山病の

剖検稚門が 1例追加されたが (荒木ら,1989)､病変は前伽 こ限局しており平山

ちか轍LE.L=した所iLとほぼ同様であった..
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｣軒解 ncxlOnmyelopaEhyの足#

lLJ.'J述の過り､17IIJ病は餅肌ItJliJli=こ起用する､1L立斬胤r的仙 こ附J.げ ろ九弓変によ

る旺候を呈したものを指し､L]TI病変をたまない扶)はLである これに対し､馴tl

nexlon myclol氾Lhyは､斬椎rJTJJ揃に起因する下位軒髄rTTJlTJ肺'Hが上作であること

はrl'】械であるが､ トーJliJRBJit射)'L.止､ l二Jlkや ドJJiの匁悦 郎'.JfA.守の】｡11g ll-Ltd SLgn

(白田隈'Bによる柿恢)を含み手工きる､より広い病変の分1F'Jを/Lg括する疾,･rLl･.である

したがって木椛は､新川=荊んかこ起凶する､臼田肺宙をriみfqる灰rlだ (特に前

角 )上体の行他住と定劫される (≡)1ら,1986.1989A､橘 ,19L)0､人J,Rら,1993)

本研究では､本11TIの･Flでも､岩咋発柾かつ軒椎前JLd時の F'位斬椎秋股後難のIllJ

方移動が確認されている､-掛 こ.粁iF作軌脈ncx10n myClopLaLhyと称するさらに

特殊な一群を対象として収り扱った｡



GM nexionmyelopaLhyのメカニズム

これまでに捉lTT.されてきた野川LnexIOn myCl(lPthyのメカニズムとしては(1)

軌髄のFLJTJ)JL人汀 によるH迫 (Fig.2)(ltud.LtNN̂ ,l洲Jli､Ilm火eLut,川 kî.14柑il!､

矢u]ら.1987､描ら,1992)(2)部髄の Ll_F'方向-の評引くovcrsLrcLch)(Flg.3)(矢ttl

ら-1982.1984,1Lj85.L986,1987､捕ら,1986､三井ら.1984,1986,1989A.198911､fG,

1990,1993)(3)卜部郡髄硬鵬後岬のTJli方移動による刷 熊野の絞批(tlghtduratca-1al)

(Flg4)(菊地ぢ,1987､ 】､vasak'cLal.1987)等が考えられている TonⅥらは成k

JgJに後根がJJX技に追いつけず相対rrt)(こ短くなることがLl;ilJdとする説を捉耶したが

(Tomュctal,)995)､硬膜の移PJが説明できず説‡!りJを欠いた

描らはイヌの新艇oversLreLch rnodclを作成しTf髄議充''に位測定を子iい､Iil'Jhl

によるT7%伸張がTf他州 (I_の柄((.JUIとrf髄節Jg肺'.rfを介して遡JJtrluに門f払l̂E'l

I;iT降出を石blする可能性を論じた (縮ら,1986) その後､揃らは､イヌの部髄

内に埋め込んだmlCrOballoon州 】三が小FLi)位よりも荊tEiI位で｣ニケI.がみられたことよ

り､Tf髄伸張によりTf牡nJ上そのものが琉尾側J}一向にLL範に lJIすることをLld-lill

した (枯ら,1991) このことより､後hnにより引き起こされるTF胤附.17がp･･lCer

mechanLSnlを介するigi尾側))-lIJJには範雌の狭い横断作のrr髄師'LIJ'であるのに対し､

前屈に起凶するや髄節;JIがrf倣内圧の上紺という病態を介してmotorncuJ℃n

F氾01の分イf'(こ一致する範uJのqLli仰JJEF'･Jの77髄節粥が起こるL.J他作をやき川.し､

灰nmの選択的阿'll芋という枇徴をfJfつncxIOIl myCl叩lLhyのf//｢の安tWLを祉Fyl

した (橘ら,1986､揃 ,1993)a
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靡修fTex/onmyelopyLhyの神虐政g/m学府扉月

木柱における､野1誹仙Li1時の下部朝惟硬膜後IlteのfAJIJ'方移助 ('RHlら,1982､向

井ら,1985)は､､17一山柄においてもほぼ持崩的に認められ､先1･L後20作を経過す

るとn火することが鰍 I子された ‖rりLと17EEJ.1989̂) M日日rr兄では､■1'll"lJltJ/-

MRⅠにおいてはで1. Iy2･jlVl.粥で舛冊ll17号を?=さない､l泊仰 こ限)LJするrf批萎櫛

所比が認められ (B'ondLCtal.1989)､ また､rJTJJI引立MR1では下部馴uレベルの

後JF硬膜外腔にTl､ 'r2･J%調醐像でFL:.11倍Ll域がLLJ.現することが報てITされた

(Flg5)(向井ら.1987)のこの別人した後)j硬股外腔はenhanLCdCl､(菊地ら.L987､

Lwasaklet al,1987､仙 トら.15)87)､ ンネMRI (iEuLと'FZLLJ.1991.1992)や逝去臣

Ml‡1とダイナミックCT (村LUら,1992)を川いたsLudyにより､馴 央外I'LlrJ脈芯の

哲血と考えられている この所見は､硬膜後確の前方移軌により広がった刷 袋外

)控に陰圧が増強するため､静脈血が硬II典外静脈感である山椎jTf一別押韻に逆純する

受動的な二次的現象を反映するものと考えられている (向井ら.1987､村凹ら,

1992) 木研究1.1三例のうち､後JJl.I.I止術を施行した2JJl二例でT'術IL'に'tu J唖収外

瀞脈遇の怒張を怖誼 したが､他論文でも同様のことが稚く3-されている (近雌 ,

1995､頗本ら,1997)∩



靡推 JIcxJOnmyeloJX?thyの虜囲

これらの神経放射鰍Ij:的所比と11TJ述の柄即ITT兄をつきあわせることにより､本

1.L=は斬仙J''JJLZlに什う卜部軌ttH別姓後岬のIl.'Jjj緒軌 (CG帆L̂レベルを中心に l卜

2-3椎体の高さにわたり)によって､ ド榔部髄がI771後にJE迫､1-3､I'･化する (LiE!hL

du17LI canal)時に同部に-1時的な虚血が/JIじ､これが繰り返されることにより-～

次的にこのレベルのTf髄IITJlrJに舵血作塊椎がもたらされるものと推測されるよう

になった (菊地ら,1987､Ul代ら.1988､椛,1990,1993､517-LJJ,1993)什硬JuMr'J壁

は元火純休後rtijに桜しているので,この移動した硬Jl娼後壁により硬1以竹は舶後方

rん‖こ狭小化する｡このItJTiJj移動は､発柄から経過が抜くなるほどL'~慨 に減少し

(向)lら,1988A,1988は､宇土fjLと､JZlLJ,1989A)､ついには移動しなくなり,それと

ともに1rE状のW.価 もIJ;tlLする (1l.t九と､EZ山,198t)A,1992､L=崎ら,lL)tn) このILlTJ一

方移動の頗凶として朽髄,硬肋筋とTf椎の発行小均衡l̂Ffが推測されている ('R

D]ら,1982,1984､r;,J)トら,1985､備地ら,L987､=Jl=ら,L989A､橘 ,1990,1993､

明のままであるnlLJTJJLLllI与の刷 即守のt.穴ht'-cssがFtJTJWtによる過仰J戌ではなく刷 娼

管内外のIt題により生じているT,J憶作を指摘する論文もある (守ミりLと､T7山 ,

1989B)O また､コラーゲン化削5耶if(近臓,1995)や髄脳の田的ダ(.t::(望Jlら,
1996､今野ら,1鮒6､雌木ら,l鮒7)が病L月にl兇係する‖Jf捌′ほ 旧柄する.独文もみ

られる

これまでに,鰍椎nexlOn mye]oI氾thy椛例の縞態LEJlj!をJS.'翳するために火際に
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馳満緒 との,-Yi･只について比較した献 Eパま､ヤ‖鵬 の1剖検例のTf髄Llについて.汁

洲してIEfT.例と比較した稚1㌧(約九ら,1988)とミエログラフィー トでの後jJ一硬

股の前方移軌度を､I′lLJ病 16例と馳'.;P.'̂-14例で比較 した粕fLi(約九とiI7日1

1989̂)のみである 前古では特にrr髄戊に/7≡舛を.訟めなかったとし､後パでは･

後方硬月袋のr泊JJ-#此度が炊TLL'･.群で蝕'[:rh-よりも大きかったとしているが､IlL掛汀

として40150台の男女を含んでおり､また,軒itE艮 ･朝髄戊に朋しては計測し

ていない｡また,人ばらは5例の群雄作斬椎nexIOn lTlydopaLhyl-'Ji例の野l椎T汁純

写i'1,ミエロCrlをそれぞれJrd状断,水平断両から検言.]しているが (人JJRら.

1993).他'.i;:省との比較はなされていないC



兼併次の肺

このように 198O咋代後Y=から.'a速に捕悠耶明の糸目がE洞かれてきた^711であ

るが､いまだに未解決のIEu祖がl二として4上土滅 っている 郡 に､木JI'l~の捕感の

位も根幹をなすであろうと考えられる榊托作惟不均衡説は､これまでに実.J,llはさ

れていない｡また､少しでもこの仮('Stに只体性をもたせる研究はされてこなかっ

た 耶二に､木杯が9Jl作に比例的に多い即山も全くといっていいほど兜liFJされて

いない｡この原LZdについて触れている1FlI-の論文 (TomacLal,1995)では女作の

A-が身Liの伸びる割合が小さいことをBJ!山のひとつとして川_延している,邦三に､

イこ明のままである.上読後に､症状の 一側性あるいは-側俊位性の原関も米桝決の

日'E,1ほである これについては､lLfTJJllTJI孝のTf髄､硬膜のrotatlOnにより､l)ijJjm造

物へのJEBに左右差のあるLLJ他姓が指摘されている (松刑iら.1989､糾九とtI':[=

1990､科丸,1992)p揃はこれをうけてr.JIJJJt71時に作髄内虻の上卯の稚l壁にJたイi'7-I

が生じている可能性を指摘している (捕.1993)｡酬 州 り戊仕の左/1-JYEZ(糾丸と

iFLll,1994)や上肢良の伸びの左右差 (γomacLal.1995)にそのlJ;引当を求めようと

する.輪文もある



禾W兜のβGクと,Gl藤

木研究では､rH帖門胤不均衡が木肝の門好日こ(I-1け るとしたLun､)'.Ji川 軒仰

ne光ton myclopathy症例においては､LHLu位ですらFr髄が伸弧されているのでは

ないかとの仮説をたてた この仮説を検.lJEするため､rl族9例のL.,咋化nexlOn

myclopaLhy.lrE王者と州別汀の軌ftH州くlを比較検.71した

しかし､木1iLf.I.血&の矧髄の内JlIや張))をLri接引WrJすることは不日J他である以上､

町l性がイ小臓しているということはMRlだけでは,W.LiF]できない｡したがって､野1

他が伸張しているか由かの伐.;ltは､yl髄の形態輿'.iiTや位iEi児'i;irをもって代川せざ

るをfilない すなわち､野i髄の形状が由掛 こ近く､また､gJfi他はLalu-距舵を並行

し下位斬椎脊柱管内では後方に､上位胸椎Tf柱口内では荊JJ-に位以すれば

(FIE.6)､斬髄伸張の傍証となりうるとJt;-えた

また､鮒 作ncxlon myclopathyはほとんどがソj作に発1Ltするとされているが､

その原因の1m削こ男女の斬椎に何らかの/YEが77-在しないかという疑問が生じたが､

この疑問を.粥ぺるために､91性22例と女tI≡12例からなるil'作の対掛けどうLを

比較した しかし､リj女の野洲.にILFH都な,Y≡があったとしても､木11.)の榊'.r山平のfl

題の原因が軸椎の差に起因する証拠はなく､Fl"J趨解決のための一端にすぎないI']

能性は十分に考えられる

本研究では未脈決のl.J1.1雌点のうち､木1正がrl本人に多く発1よされるBJ!山と1起班

の一側または-側俊位性のIjii凶については検:illすることはできないとJ5えられる
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ふ研究の特徴は､hlli】をmいた検討であること.身Ii･軌州k ･野馳技をぢ

慮していること､相戦群の勾齢が吹出即に代わせてあることで･これらはいずれ

も､人1.'l3にtMする過去の研究にはみられなかったものである したがって､模一一･J

の弘光は過Lの文献と比較することはできないが､人研究は人1n=の捕懸′LBI'･をぢ

えてゆくl二で､意丘を41するものとJ;えられる



対象と方法

対顔

櫛立神経病院脳神経外科に入院した脚 t=-仕掛仕ncxIOnnlyCIolxlthyl'T例すべて

(9例)をJ'atlCnLlrf(PL汀)とした (Tablc1)

若年性軒椎ncx】on myel｡paLhyの.診断は,LILkの近位筋を中心とする筋萎縮を

思し (FI芭.7),I)TJHiLi位の ミエログラフィーにて後方馴 炎のFIEJjJ移動が認められ,

下位野l他が椎体,椎17LJ板などに押しつけられているTTr兄 (Flg.8)を怖.A.'dすること

によりrTった また,肪悶岡にて神経1)-;て性変化を怖認してある

日鹸9例申､6例で軌椎単純x-PJ:､JlTJlLL11位.r川F'lJ位でmalallgmllClltを認め､

級)d位でこれが琉Tl二される現象を.-#めた (Flg9)｡ここでいうmala】tgnmCnLとは･

椎休後壁のなす線がsmooLhにつながらず､くい迎う状態を指している また,

申F7Lq位の邪推Mlrlでは新値が拡線状に屈知距離を広行している所比をtj.してい

る症例が6例あった (Flg.6)n

これらの症例はいずれも､首咋ツ3性で-Clu性あるいは -仙健Jt'L:性の 1.版肌着縦

香-.与し､神経放射扱学((.J所見からも､臨妹Lはミl7-山柄とJjえて乃LjE:えない1▲'L二例

桝である｡しかし､平山病の診断基準のうち､本質的な収反別舛常 ･知先師出を

認めないという項目にいずれの柘例も抵触したため (Table I)､より瓜茂の概念

である馴 仕nexIOnmyCl()PaLllyの呼称をnい た



[,L汀は乍例リl他で'Lf一脈は 18-25-Y(､l'-均ZO.i±2.1｣')で身LIは 162 17&一m

(てT′均 170('iA.5t.m)であった I'仰のうち7例ではII'F･llJl.lIの仙 こILIEJ'qr'L付と後Jll1

位MIllが舶傑されている 州 鮒汀は馴 化柄変をr!iたない14才以上29･1以 卜の

リl女でP即のiF三船分1f'に合致させた (Tablc 2) 内訳は女化 (Fcmalc)那 (ド仰)

12例 .y川三(Ma】C)即 (M粁) 22例であった M群のi一紙は15-29才 (､f′均

253±42才)で,身良は L55-180t,m (､IZ均 171.4±6.9cm)であった.なお.P

岬とM即では身長に有虚な詔はなかった さらに,M即のうち動態 (DynamlC)

MRl(IうTJhiii位,rL.l耶L 後JLjlI､IL)を撮像し子特た 10名をDyndmlCMl(川Y())榔)と

して,P群との動態Mlて1の比較に川いた.なお､リ川.印であるl'仰､M仰､女

性群であるFL'T=の平均身長(それぞれ 1706±45､ 1713±7.0､ 1599±68

cm)は､l三成7年の日本人の同年齢屑のiPJ女の全国平均 (Jg-LE省保触医桁JLJ,1997)

(リl搬 171.0±5.6､女他 1579±5.1cm)と比較してrgl碓なJTEを認めなかった

また､M群のうちで身良が全EかI7-FyJLlTi171cmに満たない.5-を低身艮 (Short)LfY=-

(S群,7例), 171cm以 卜を高身長 (ran)群 (T畔 ,15例)として.身長のfli椎朝

髄型に及ぼす診世を検討した｡対削 ぎ下のうち､D即にあたるリう性 lOYlはボラン

ティアであり､それ以外は輔椎捕変以外の挟.lFilを持つ刑女で､斬他 MRIを胞子｣

した.心者である (Table2)



方法

軌HEMRlのTl強調p-li像をイメージスキャナー (LT,lJSON CT-rhC柵 )にてコン

ピューターに取り込んだ後‥諾UEを少なくするために∧.川胤 に払人〔り刷した

その拡大r]JAPJしたLLl.順 を川いてdl糾1'.C'(WACOM AC∧tJ捌)2-2(畑,5)にて以 卜の

各距離をL-f川lル たくFlg.10A.T3) まず､野馳良として次の2つの,.上側'川 iを.l&け

た｡∫Ounct.on-C71cngtJl)tx'nt0---1CdullarylUnCL.0--レベルからC7維休下端レ

ベルまでの野1髄の,Lr火線に杓った拒離 C(coldlcngLh).C2椎体 卜弧レベルより

C7雌休悶t.iL,ベルまでの野1弧の中火税に打†ったql離O次に軌椎Liとしてやはり
次の2通りの計測をrJった.V(vel･tebrallcngLh)C2州≡休 卜弟flJよりC7椎体 ド端

までの酬 仁の後耐 こ糾った距離OS(stlaLghHcngul)C2仙休下端とC7椎休 F'端

を結んだ艶椎の直線抑離 F位軟性の符柱管内での位旧をJu腿するため以 Fの3

つの計mlJをした 5P(C51cvclpostcno.dlSbnce)郵馳小火よりC5榔休 F端レベ

ルの符ft皆後壁までの直線拒払 6tJ:斬倣中火よりC6椎体下端レベルのTf杜町

後壁までの直線距離,7P 軌髄中火よりC7椎体 F端レベルの77柁珊後世までの

む触距離 したがって､総和下位野i髄後JjrIJi触(ll)l) toLaltx)stcnor dlSLancc,

SP十GP+7P)の数伯が大きいほど下L立yt髄がT7位†7内で11TJ方に位肥け ることを題

味する また､F位頚髄の形態を客観的に評価する))-法として次の.il洲を行った

4̂ (C4levelangle)C2椎体下端レベルの靴髄小火点とC4頼経 卜鵜レベルの郵iⅧ

LIJ火点を組んだ線とC7椎体~F端レベルの軌胤中火点とCLILfl_休 ド鵜レベルの!Ll

惟LI･火点をyJ-んだ線のなす角皮｡5A C2tfJ休 F端レベルの野胤 中火点とC5椎
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休下端レベルの官1髄小火.･r.tをyiんだ掛とC7州外 ド鵜レベルの繋川Ei.lr火.･.'.LとC5

椎休 F'端レベルの軒髄rl.欠点を組んだ線のなすlrl度 6A C2仙t4LF端レベルの

朝敵中央.!iとC6椎休 ド端レベルのSll髄tl一火山をyJJんだ鮫とC7椎体 ド端レベル

の新値中火ノ!.-1とC6椎体 FI端レベルの郡惟小火,E.I.亡を#iんだ掛のなすJlJ瓜 総和 fJ
位斬髄角度('rA toLil1angle,4̂+5∧+Ĝ)が大きいほどLlL鮫に近付くが､5LIOを

越えるとrT髄が両線の状態を越えて後ぢしていることを.LlC峡する

野l髄良 U,C),馴 佳良 CV,S)の比較には､身民度の柴題を除外するためにこ

れらを身L=i(hLghL, ll)で除したllB､すなわち､FI髄が身肘 こ対してrI了める糾合

(以下､gl悦 身長比と称する) U/lL, C/Il)､斬椎が白帆 こ対して占める'捌合

(以 F､馴化 身長比と称する)(V仙 S/ll)をTTLいたnまた,馴 体型を点数化し

(空耐性型点数CSSS:cervICals))InCS叫xLScore)､噺柑 移牒の評価を試みた｡上主体

的には､C3椎体上松しい火点 (A)とC6椎体 ド揺中央点 (B)を右●iんだ由扱 (Ali)

に対してC4JS椎間板の中央点から引いた垂線との交点をL)点とした くFlglL)

そして CDIE'iJの距離をALH相の距離で除した他が､ U.O.3以上の後で了を 111(

(kyphOSIS)､ 001以上0.03ノミ鵬の後巧を2点 (sllgllLkypllOSIS)､ 0.01未満の後巧

または前弓を3点 (stralght)､ 001以上003未満の前雪を4点 rsllghtloldosIS)､

0.03以上の前腎を5点 (lol･dosIS)としたd

身長､野馳良､fLi純良､総和 卜位鍬nXL後jjFLi離､総和軌他JlJJaはほぼIL仙/I)イr】

をなすとみなせ (歪度 <2,0､ 尖度 <35)､ したが って比較には SLudcnt's

unl)a】redI-LcsLを用いて倹起した また､斬椎型については､離散データである
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ため､Wllcoxo11検定を川いた

l)WLIY.Clの.:EWJgを芹は0･ili(… mmであり･このためmrl.の小数点郡 lI.i,

を凹抵五人し､引側は.州 でtL､､その､IZ均帆を計測LllLとして採川した (､IZylJIdi

につき､イ1効数rj<をmlTlの小数J●主節 1位とした)

班用したMRIは 】''ckc.･社側 vLSTA-Mli.‖'(05Tcsla)で∴rlの脱仮封 '=ま

･川 560,TE26であった,また､計測に川いたMR州 性は､野州蛸 突起が肝炎に

価認でき正中であることがわかるスライスを採川したo MlくHiいずれもI引臥位

でfZ良好されている｡軌憤Ml11はgL14LL_ILITJIE11位､■州U位､後JLll位をいずれも門臥位

で､･IJE.'i日立はiLTl部支持掛 こ敵船l』止し､ILJTJJ.Llll位は枕を後那 邪に;rほ ､後I由位は枕

を後取離に掛 ､て臓怪した｡疾魁仰､対照即の動態 MRlは同一技附 こより同様

な条件で行われたが､個人;別こ起因する的血圧､後Jl両度の誤劇 ま除外できない

先述の,JHalrJデ-夕をもとに以下の検討を行った 1)耳iilt斬髄)即こ身長という

EEl了が妄臣轡を及ぼすか否か (rr群とS仰の比較) 2)軌椎野i髄咽にクは 題がみら

れるか (r畔とM群､身良に布歳差のない F群とS即の比較 ) 3)岩咋性

ncx】on myelopaLhy群と対照ワ池 畔.女性群を比較し.斬椎斬他に何らかの,fが

あるか (l'即とM仰､J'L汀とドL汀の比較) 4)炊lL川下と刈鮒 汀のdlMBMl(lの比

較で何らかの題がみられるか (Ⅰ'岬とL)桝の比較).



結 果

A.身G題

高身艮刃性耶 (T群 ,n-15)と低劣良リjtI三郎 (S即 ,n-7)の比較において,削 =k-

(ll)､軌髄艮U,C)･軌帖良 くV,S)･総和 frlt1-ffi髄F'IJn:('r̂)は.T.lJgtkI汀がイJ-忠

に大きく (rlはl'<00OO5･他はすべてp<005)･馴 川多臥 一･l数については,lL旭

i,<岬が小さい帆句にあった (I,<01) fL胤 身Li-比U/ll, Cnl)･町州l一 身は比

oT州,Snl)は2相H]で有謡な'Yiを認めなかった (Tab一e3)C

FT.刀.キメF

i)MLrf(n=22)とF耶 (n-LZ)の比掛 こおいて,身段がイi意にリヨ性で Ĵきかった

(I)<00CN)i)那.別 と 身長比 0lnl.SN)､敢髄 ･身長比 U/rl,C/H)にイ3-･G:rな題

を認めなかった (FIE.12) 総和 F位野l他角度はイJ意に女作で大きく (p<005),

野LITl形軌 †:t数は村,erに女件即で小さく (p<0005),ともに女性ではイ了意に馴 作､

野i髄がともに直線状に近いことを示した (Table3)｡

2)身長に有意差を持たない低身艮ソ汁脚 (S仰, n-7)とF郎 (n=12)との馴 化

h･11く｣の比較においても,馴 化 身艮比 (V/叶 S/ll)､野l批 ･身践比 U/ll,C/ll)に

イ了意差を認めなかったが,総和 F位野性1(1度は有掛 こ女性で大きく (I)<0005).

軌椎形億点数は有意に女性LJ'Y'･で小さく (p-UOOO5),ともに血線状に近かった

(Tab】C3)｡



C.若年任新館ncxionmycJoJXMy仰 rl'Cr)とjU件群 (MCF)のjtq

lP粁 (n-9)のLH.lEJLt'J.とM粁 (n-22)の比較において,劣位 (H)にイj虚,Yを.a

めなかったが輔椎 4r良比 CW T. Sハ1)､斬馳 少艮比 (C/lI)はltLifでイ)-･G･tに人

きかった (いずれもp<OO5)(F.g.12) 総和 Ht'L斬髄後方抑軌は]'即でイJJLr'に小

さかった(l'<005)(Tab-C3) 総和Fl姻 i値JrJ度は】'LTTで人きく､野ilft)汐軌 Ii数

はP即で小さかったがいずれも有意JT:A:は/上しなかった

2.PLrY.の後屈位 (n=7)とM仰 (n=22)の[f.r'lrJ位を比較すると.P即の■HLrt.日立と

M即との比較で認められた壁剛比 封L7<比 (V/I-L,S/H)､野l他 封JJi比 (C/tl)にお

けるイ1-点差は認められなかった (Tablc3)

D.昔年佐原鰐DCxJOL7mYeJopaLJ)Y辞と女世辞のLt併

総和下位gl髄frlf貨,軌相 好軌 真数については,ともに】'即と];IrfのfEriJにイT意

な題がなかったが,P群がイ1-掛 こ身長 (ll)(p<0.001)､斯他 少艮比Unl,Cnl)

(ともにp<O.05).軌惟 身長比 (V/ll. Sn-L) (ともにp<OOl)が入善かった

(Tab一e3,ド.g.12) なお､疾似岬､グ汁と仰､女仕掛 こおける分段と斬純良のF淵係

を倣作図にてFlg.13に,示した巾この堺=こおいて､-.t'Riの高身仏ソIfl三に疾iLl脚よ

りも艮朝のものが▲治められるのを除くと､各身長において疾瓜肝がもっとも良新

に屈する傾ll'･Jがあることがわかった



E.PGfとDi,Ffの戯慮MJUの併討
1前kiflJj-_と後凧位のLYi Pm (∩-7).l捕y(n-lO)の外々において.前frlIl､'/･と後

屈位のデータを比佼したところ,l.l･川 において,斯胤提 U,C),酬 IALiO/.S),紘

(Table4)0

2 P付目Ⅰ-=7)とDLrf(n-10)との乃 ItJTJlITI位,申IFl.J位.後lLLII位の此闇MliLより

子持ちれたデータの平均伯を両桝で比較したが,野馳足り,C),酬 仁艮叩,S)につ

いての111JJul/後JLLl比において特にイf芯なJTを認めなかったl ll'L)の(luJll位/申

r削立､前脚､ヒ/後屈位は､イ了芯差を里するには至らなかったが､状LLilmが別卿 rf

に比して大きい (前方移動度がJk:きい)傾向をホした (l)くOl)(Table4)○



AfLiTの,ibrl'

ソ拙 即の小で,低労L7訓Yと.I:は Ld汀を比較すると,高射tiL汀のJJがイ瓜 に軌他

噂が血税に近いことがわかった 酬 相 は高射Lil･rYのJJ-がll'臓 に近い帆['.Jを′】､し

た また､剛 と 身長比､野i髄 ･身長比は身長の高低に主旨やされないことが小さ

れた 列女の比較では,身長はイI点にリ池 L,rf･で人きかったにもかかわらず.斬帆

斬他勤 ま女性仰のJTがかえってイ丁忠に広軌 こ近かった.馴flJ 身艮比･斬惚 ･封

艮比はイJ-意な/Y.=を認めず､これらの比はi'Lの迩いにも宅旨博されないことがわかっ

た.身艮差の完旨轡を排除するために､低封妓タヨ性即と女性即を比較しても馴化埋､

軸性型､瓢椎 ･身艮比､新仏 ･身長比とも同様の結果となった｡炊,'Ll印と身氏JTf

のない対照刃性群との比較では､7k'il畔はLIJr."'1位では馴性.身長比､Wl他 ･少良

比が刈門別刑こ比して朽忠に大きかったが､後Jiilをすることによりこのイ了過度は刑

尖した また､疾鮎郡は中FIEJ位で下位新値が対服.け∃性畔に比して11-掛 こTf杜n77の

後方に位Eiすることがわかった｡rx'.,必打と女性即の比較では,疾Zil即が有意に身

良､斬榔 身艮比､斬髄 ･身長比が大きかったが.敢他唄､取舵型はイ了.C浬を,-A

めなかった 動態MRlについては疾,lil即､対照叩fとも,後屈L(Lがイ7意に鮒杜氏,

斬胤良はJii短で･抑t,]位､前屈位の順にgl化炭､斯胤良はLm人し､Tf私の位班は前

方となった｡また,馴佐野l牡の軌膿変化においては､(klLIJ汀が対推tL制こ化して 117J

J3-移動度が大きい傾向を示した,,



考 察

本研究の農鼎の潜潜

本研究の結児についての総括をrlうと､本荘は馳'.;;'･人に比して斬他がよりLf憾

掛 こ近く､小rEFJI立ですら門髄が仙 止されているのではないかとの仮泌 ま､炊,'LuU

とリl作岬とのrF,E.ri】位酬 LMl～lの比較により.疾心肺でイ了意に軌椎 身艮比･郡

髄 ･身艮比が人きく､ ド位軒髄が後)I-に位InL馴 化戟他型がよりLfi級に近かった

ことから､妥上kl性を持つものと考えられた また､本床の躍如平のワj女題や触'rqT･r

人と本1rEの町椎慰t他にとの様な題があるのかが柾目"rJの刈象となったが､女仰 羊は

13性群に比してイ了志に馴 E軌 野馳型ともに正線料 こ近く､また､女仕付は振出

即に比して､撃別維 新髄型に題がないものの軌惟部髄良の絶文日脚 り了意に小さい

ことがわかった,

また､鮒Enex.onmyclopathyの概念を捉起したRc■d, Btc.gらは･lb八や朋休
をJIJいた研究により､軌仰技とffi髄良が後柑位,中間位,ItJTil正日立の帆二伸弧する

ことを指摘しているが (Jte'd.1960A,1960B､ 13t･C唱.1966A,1966L3)､本研究でも疾

lil即､矧KtLEfともに同様の紙iM 判 られ (Table4)､われわれはMl(=こてこれを

樵.JALたことになる.,動感MRlでは､疾,lilmが肘掛刑こ比して､軌肘-JTJGnrI与の

背馳の前Jf移動度が大きい傾r;T細く見られたが､方法のnflLこ述べた如く､脂彫休位

の厳密な統一が困難であるため､今後の追試を待ちたいn
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劇牧師mgについて

･州lLfJ位M別所比とL一.;Llの紙火からm TL野1髄側 ま大略すると Table5,ド.A14の

ようにまとめられる 低身艮ソl性即と試射長ソ州 L.汀を比較したところ.馴化JPJ,

SLi馳型ともに有か こ.Tは 即 fが曲射 こ近かった (Flg15) ところが.ソj脚 下に止

して平均身長の低い女t川Yのjjが逆にイ了忠に馴桝J,郊髄J桝 {llT掛 こ近かったこ

とから,少なくとも14才以 ヒ29才以 Fの岩咋女牡にl淵しては.Lfi線状の新値.

軌椎J判というp女性型1を持つと.rえよう

LLJ雄性酬 川cx10nmyClol)aLhy仰 ま蟹州相当,斬馳Jj空では女性Llfとイ了怒JYIがなく,

すべて91性にもかかわらず.むしろ関税状のr女性'_Flrに近似していることが批

洲は れるO

馴 川cx】on mycl｡paLhy症例はほとんどが11-一昨リj性であるが･この仙川こつき

言及した軸比もわずかである r｢omacLal,1995) 女性がncx.onnlyClopathyに椛

.EJitLにくい理由を取舵の違いに求めるとすれば､木研究の結架より､女牲月刊まリl

性即に比べ-馴 位.斬髄が直税に近いことが挙げられる しかし､実際には軒椎

ncxton tllyelol)athyLnLはむしろ女性に近似する軌I化新仏JFtを ■'L_していた 女nI汀

とncx.on myctopaLhy印との比較では,扮良､軌椎良 噺髄良の身掛 こ･JTめる比

率が祈念に女性群で小さいことがわかった,すなわち､同じ由鮫肌の斬椎斬髄Jii

でも馴 仕良,ql髄良の絶対肌がJf例r小二小さいことが示された このことと椛仙

雫の他題とのr対姐についてはJl;LLI]であるが､一つの新しい別比と考える
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薪#-･身Lqjt､雅 .身βjtl=ついて

酬t･身長比および軟性 .白提比は^研究で･身抜足J l,TJ=の七紺 を受けない

ことが′Jミされたにもかかわらず､軌川nLtXt州 日.yL･h,I"lh)ILtY'r'=uLl'/での州 =川(I

は対脚 汗との比較において,これらの比がイj･L7に)(きかった しかし,ncxto.l

myclopathy群の後ldltkと相沢印のLllF･.rJ位との鮒 ttMl～Ⅰの比較においてはこのイ了

意点は耶火した

LL'FE"J位 MRI上､SLIffは および野i髄Liの身休に占める測れの -̂きいことが

nexIOn myClopaLhyの病因に1兆与していると仮定しても､これが病態の15,7凶であ

るのか結果であるのかは不明である｡Ju胸 とすれば､馴性が馴 削こ比してイこ釣り

合いに良くJJR良した場合 (酬 た野1他不均衡)､今Eqの洲tjifJJ一法ではWL髄良もr働

杓に良くなり､木研究の紙架と矛店しない (Flg16) さらに･艮軌であれば粒gLl

に比して鮒 との可動性は同様でも軌経の前後IL-iiの振り幅 (.lJ軌範幽)は大きくな

り(FIE.17)､■-J軌範雌が大きければ馴 雌 附 く均衡が柑こIIJTJJi.L位で･,%まるHL†靴k

がある また､柄態の篇一状 をぷしているとすると､軽度後厄日立を′EL!紺JtC膿とし

て成艮した症例を仮定すると､rtlF.Wl-Li･粕川rurtJTJ屈位'となり触f;川 よりも斬

稚斬髄がともに伸張しているT･1億性が考えられる この糊合は荊屈位はこのfrL例

にとっては･仙川(.J越前JIL1位 ･となりTY他は'ovcrsu-ctcll'されることが r･洲され

ら(Flg.18) この場合､ll,r'"Jl立でrt髄がすでに伸張しているという仮脱にLdも合

致し､馴 旺 身艮比､斯他 ･封艮比､■女性些'の斬椎軌軌型という結架がすべ

て.詩もFy]可能であるO
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酎 tHkxIUlH 11yCIor"山y打はり州 州 印に比してイ丁ぷLY=を1Fけ るには乍らなか

ったものの酬 野LM {よりll,胤 こ近く,イJ･一Ll･に Ht.lffi髄が門杵門のより後ノ}-に位

出することから･靴 には･fIL1･lll<･のlAEポカ{Jvllわっているl･J憶1ILがあると考えら

れた (FIE.6参照)･,

中Fl.･J位で野l附 こすでにp伸張.の安巣があるとすれば.itJTJJt71位ではさらに欄

にr)a)｣がJMbることになり,三井らのいう･ovc-3u-etCll,の状態となり.門他はLJd

知距離を走行すべく,荊IL7iした卿 的 休にnJしつけられるにもかかわらずFlTJjJdtこ

移行し,それと同様の機序が刷 刺こも及び後方L.-d!JJ張のFIJT'JJJ移軌がおこると増えら

れる (/REuら.1982,1984,1985,1986,1987､橘 ら･198b､ =一井ら･1984･1986･1989A･

1989B､揃 ,1990,1993)O また,脊髄と刷 張にかかる張ノJに粁抗するノJが酬 仁に

及び.射 伽 {上下方向に締まろうとする力として働き (F,g･19)･しいIEEJ位･‖仙 位

においての馴 仕X-Pでのn.alullLm CnLの原L火は なっているHJ惟性も 1JJ)に考え

られる.,

未症の粛好x-p/7fB

朝川McxlOnmyCIopathyの馴 左X-PITT比についてはこれまで､5-8'iil･1ILとする

もの (517一山,1972､I/lI々 木ら,1977､三井ら,1989̂)とphystoloLnCaltordos.Sの欠

如やstI-a.ghLncckが謎められるとするもの (Flash.motoeta)Ill)76､向井ら,l'J87､

J仙 ら,1990､ ･L､omaetal,1995)があるが･兜雌 の-1lalal,gm-1enLや･これが後JIlt

位で蛾LEされる現象について指摘した論文はわれわれの知Iり子王は 限りない 動態

- 26 -



x-1,が脚 扱されている数少ないt岬 のIr,でも･Li及されてはいないがこの8J･

象が認められており (小r̂Lら･1992)･この炊心には 椴的な刷 tlLである-雌 †l

が強い

蔚倍PCxlOnmyelopathyの冶府への応仰

木掛 こおいては､,内州 別､l"でもiL･lul."･Illllが馴 私IFLを･iT起するという1内捌競作

が川棚ほ れることから､木TT1-に対する的桁が種々試みられるようになった llJTJJui

を回避するJb一策として非観LhL的には酬 仁カラーの独ぷ 川 丸ら･1992､触ら-

L994､日jL,1997)が試みられ､†脱山L的)'一法として11111)'-除LELL'ilriEiヰi(≡)tらp

1989A.19跳 ､岡本ら,1989､小笠ら,1992･>･Jy-r･ら･1995)や後方値促 術 (i'壬光

ら,1990､近傾ら.1991､人I戊ら1993､河野ら･L995)､馴 張形成術 (5!J]ら･

199rl､今野ら,1996､雑木ら,1997)が榔 さされ･それぞれI,蛸 とも別止できる城

緋が得られている.,木柱は仇 L性の探心であるため､馴 皇カラーの装LY.'は発病

3-4埠をFIJBIとしているが (得JLら.1992)t 5咋以降も榔 LBするr･Jfk性を冊 向

する報'Liもある (向井ら,1988A,1988]3)0

酬 1_X-I-での,n｡lut】gFlnle日日が後州 Zで納Il二されたこと,ne又"" [･.yclolHIhy

即の中間位で対脚 下に比して有掛 こ大きかった軌帖 .身長比,斬他 .身長比が後

屈位ではその有意差を謎めなくなったことより.若年性nex.on myclopaLhy･.rLIt省

にとって､馴 住銀髄が短縮する後屈位がEiaも.IrL.雌 のない状頓であることがj榊 りさ

れる.この11EWllより,ncxIOn nlyCIuI山lyの析b:tとして州 lカラーや鄭州Thl･Li 紳1

- ごて



をJ1-1う際にも,やや後爪l位を保つよう帆 息するべき (人JJRら.lln･i)とイえる

本症の虜囚の灰誘

以後に今回の研究の泉5'架を踏まえた名叶性 ncxlOn myCIop;lthyの純州 こついて

のわれわれの仮説をまとめる

軌椎が野倣 ･徴収と不釣り合いに良く成長した泌&においては､申FIIJl.1Lですら

円弧に張)Jが発生する この粥ノJもF淵′7･して中FLlJ位斬榔X-Pにて認められたftF.

休の1nZ血l】gnmcntが発LLするV張ノJのかかった噺髄は山線抑 こ馴化門肘 1内の

I-d馴 巨離 (すなわち F'位斯性はF.g6のようにTf杵町の後JJ)を近日する.,軌川

と弧他の不均衡は酬托 斬弧が伸･)戊するItJTJJELIL位をとることによりさらに耶人する

ためにFLi髄は過仲成しrJtJJJJ移動するO瓢椎硬l朗ロにも同様の機序がはたらき､股

短ルートをとろうとしてF7TJ方移勤しようとする しかし､牡丹袋作のl-JlJJ壁は椎体で

あるため移軌不能で後壁がrVl)IJ移動するにととまる そのh-,-光硬月娼腎得が狭まり

野馳が圧迫される(Llか duralcana一mechanlSm)｡頚髄そのものもFLJTJ屈位により伸

張され(overstrctchmechanlSm)､さらにI的JJ-の椎体や椎F''LJ板に押しつけられるこ

と (contact pressure)により郵他はI3-all)州三の将'ifをうける fEilfl:_17.'JI,ttの練り返し

によりこれらのメカニズムによる微小な肺古が慣性r小二HTA'fすることにより､脱

仙 こ弱いとされる前角細胞が選択r仙こ陥出され､筋萎縮を主徴とする臨床像をii

するに乍る

瓢椎戊が矧 ナればたとえ馴 化斬倣イこ均衡が-(f一在してもその4LJ皮は小さくて析む
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と考えられ､野LilL_Ll{がLil知となる後J'llHllJでは椎休のmilli.llgnmentが汁伏 し､幣l

髄Liも刈仰Yの.ll川I:/とイ了.L7,Y-=カく解刑された 鮒flncx…1--lyCIol･(ltl.y岬に近似

して､lr轍 Llの軌川野l他'trJを-.け る女rlがほとんどこのJA.ILLlに榊u'LuLない理l日は

不明であるが､本別斜 こおける疾,LrLLurfとの;巨は新川の絶別技がイj点に短いという

,点にあったQ木柱においては､ただ御 こ雷i椎がiiいというだけでは捕関とならず･

あくまでも釧本の中の馴 化の比率が.FFい､ことが馴 迫 刷炎 作化代作などとの小

均衡の作在を′示唆するものであると巧えられた.,また一木1'-巨が日本人に多いBJiEJ】

は不明であるが､木柱は｢l木で発比され,その後のl抑究も日本は諸外国に大きく

先んじているものと考えられるo Lたがって､本帖が誰外Ldに於いて moLoT

ncLuOlldLSCaSCTTFにit,P主診されているHJ憶性も 1-分に考えられるo

r:状の-側他あるいは一側優位性の75;il月にfX]しては､木研究から結論を噂きLLIJ

すことはできなかったが､軌惟噺髄不均衡が存在し､斯軌iFJ相順に刷 鑓カリrき伸

ばされる限界を超えたときに荊)I-移軌する際､内部にfL･Jも含んでいなければ止r日

和iが左イ7にllMTりなくILJTJ)j移軌するところを､州邪に繋1他を∩んでいるために肌 lJ■L

の少ない左イ7どちらかの後方馳股がより前方に移乱し､このためにm胤 ､LJpd!膜管

のlOtatlOnがLLiじるのではないかとj5-えている｡従来告われているようにこの繋l

髄､唖脈管のroLaLIOnが斬髄に対する前方IB子､唖脈管の圧迫の左石題による馳

内血流のノ己右差をLLし､症状の一側優位仕につながるものと考えるq



まとめ

木研料 こおいて.(1)才印 のrJ女の獅tF-･野L他岬にI州群な'7-j'毛が(f/lすること･

(2)木1rEの酎 tE 野i髄が削 いこllTめる比率が雌'Fi';人に比して大きく､酬 l 質rt髄

型はlEi線状の女作J-削こ近似すること､り)̂ 柿において馴化X-l'上､rfl代作惟

不均衡を/ii唆するTTT兄を認めること､をはじめて稚fLiした 過去の文献にこれら

の知見を加えることによって､木症の蛸L月とJ;えられてきたrHlJirf髄不均衡説の

傍証をJJRLえたと考える

おわリに

)=論文の統計処BjHこつき御指呼Ti'ほ ました北京大学底学部典剤奴′/uI調雌､抗日

知久).!る先LL､小リ｢兜の)E-r司研究新である仰ぐ川 ･総柄院脳神経外科､.'.心柄'A,L仇Jl~､

同抑粗勺科､Lu過等先'+=､同神経放射線科､例下市先/E､触常刑脚.TY=として鮒tl

MRlに御施))rjきました都立神経柄院の医加と技柵の皆様､木桶を御前liiJ頂き

ました'Lt.(上JIW .rl!柑悦 所FilJJ両柄院脳神経外科､佐野よ司先LLならびに木研究を一､i'''

位論文とするにあたり多大なる/an石塀をいただきましたAi);三人′捌削Irl維外科､

網野I.:.71桐教授に心より深謝放します
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ncx1011myelopaLhyの検討 粒形外科 48ll()5-1172,1997

GourlCIDevIM.SulCShTG.ShankalSKMoT10mCllCamyOtjOPhy.

ArchNeuro141388-394,1984.

HashlmOtO0,AsadaM,OhtaM,Kuru)waY･C】lnlCalubselVaL10nSOr｣uVCnLLc
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‖仰Prt灯CSSIVCl-luSuJtariILr叩hyI(A:;I117･ぐ̀ llnhこlll山ln(Ar"Lltl1111･

jNeuro1211:105-110,19761

平山,uE造､訟LTLk人､抽 忠比 :FgJ基軸1l-Lの -附 Hm Jの/Hlについて･

-i;trに先rLr-し -APJI111J腕より,knに附J.Jする進守Jの拙い柑玖なiB萎甜1JT

榊神経誌 61･2190-2197,1959

llu-Jyam.11く.TsubaklT,T()yokuraY.Okln哨LSju､･tenlltlmuSCul̀LriIL-rol)hyor

ul111uLcraluppercxLremtLy.Neuro)ogy13373-380,1{J63

117LJl.出道 B･JiF性.非進行性の手,FLJEJ腕に阻JrJするF)7)萎鮒J.I_-3B例のを又祭

臨床神経 123L3-324,1972.

上FLi-服毒締症の初剖検例 神経内科 22:85-88.1985.

11lr=lyanaK,TomonagaM,KltanOK.Yarru血 T,KqlmaS,AraJK:FrralccrvICill

txJllOPaLhycauslngJuVCnllcmusculilrilLrophyordlStillUPIX:rCXLrem)ty-a

pathologtalstudy.JNeuroINeurosurgPsychiat50:285-2LJO,1987.



･ll-‖lRtI遊 tT'J･[日柄の肝史 TF椎市価 589-96.11m2

･l7Ll1,･iL造 ,liC咋作 -側L舷何重鮒 LJl-その発ldから汗l桁まで

聴床神経 3二i1235-1243,199:i

平山.qtt造 若年性-側｣舷防毒鰍 IIA(て17一山病 ).

AnnualRevleW神経 1996,pI)249-260

伽 771-1､儲漸澱二郎､岡LuiPvl.1､奥村:gR- 岩iF性-側上肢肌着鮒正(517-LU柄)

の斬部荊屈による述軌誘発7pに位丁馴寺の延艮 -治桁指針の-指標として

神経治療学 11.179-182,1994.

井 ヒ盟倍､瓜年 価 輔Ifl;柾と前Tf髄動脈系折箱不全rlf恢仰

臨床神経 29.1577.1989

lmsaklY,Tash】roK,KlkuchlS,KltagaW:1M,1suT,AbeH CeJVICalflexlon

rnyclopiJthy-a''ughtduralcallalmcchamsmh Caset~cporL.

JNeurosurg66935-937.1987

片LJr 桝､桁頗千秋､佐掛 声淡､小町JJ-[言91､保耶雅態､IJ.7日llu7雌 下肢1&状を
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Lfした17-[=JliiガiDJlll一例の柿餅 能抱外 25(i72-tl･77.1'Lたれ)

勝 -̂‖川;之助､荒人淑即 .MotorncuIOnd'sc̀lSCの班′;''((.JUf'911.と晩'JL卜のI.".J払･,.I.i

柄神経誌 6499-111.1%2

卿 也誠心,ul代邦雌,北川まゆみ.岩崎削r-i.阿榔 弘 1'TAil三仰臥J,J什下,rLlTJ'腕

脳萎縮椛 (平山1月)の発LI三機岬にE姻する 一考察-Tlghtdu-JIcallalm neXIUn

を伴うflex)onmyclopaLhy駈床神経 27･412-4L9,1987

北川まゆみ､m代邦経､菊地誠心､松揃 亨 ･tFZlll縞の診断と鑑別.診断

脊椎脊髄 5109-114,1992.

河野退宏,商機 宏,石);吉武-,井上聖啓 若伴性の斬推称 ncxl()n

myclopathyの外科的治横.脳神経 L17:33713LI3.1LB5.

部-luj版 l)PIO9,1997

近藤総-.大成11弘,軌鹸裕一 ,三鰯孝之.岩村祐一,iL71r汎 摘心.■7顎.

秋山9LLl夢,良谷Jlr修 野洲珊 〔cx'oTlmyCIo叫 hyに糾 し馴化後JJl.u止術を

- Bli ←



施行した2例.関東姫災誌 2232139,1991

追雌総 - 鮒 L部ncxIUnnlyCtOrXLthyの1Lh-惣 一il=叶矧 ･LのT術例における虹lLL敏

および野l椎部軟部糾掛 こ刈する形態′;/:((.)'暮三化学･的検'R

El豊会誌 69G51166LI,1995.

今野 似､後傾和雄､村上正純､人prlLけ帽 ､Jn=陸大介､J文7-一木hli之､Lli)jL'i人･

白,多恒次､守屋秀繁 馴t川cxIOTlmyCloIXILtly手術7J'E例の検汚寸

臨整外 31423-430,1996

貞光敏弘,柄Lu秀司.作[[T 学,久野木恨- ､FIl｣病類似の子吉咋推し版髄節牡

肋萎縮を里し酎位回旋術にて軽快 したnex.onmyclopathyの 1例.

臨床神経 3O625-629,1990.

松村庄一郎､井 1二空荷､柳F 帝 McLnzamldcCTmyelugmphyでLF部噺蝕の

Eqllこ汁L=萎縮を認めた､l乙山柄の2椎例 EC床神経 24848-852.1984

松捕 手､m代邦雄 F]cxlOnmyClopaLhyにおける-側上JuE筋萎縮の発現機序

臨床脳波 31.406-412,1989



McLcalfJC,WoodJu.LSc'-tor"1-′lli]3cmLn ド(x･a】̂ n.yot･ophy-n.cLtlZj■mtdcCI

cvldcnccorcordattophyCasercTX)-し･MuscleNervei()33汚一別5･L9fr7

三)(公彦､遠藤呂孝､汗腺)亡良､橘 滋胤 人11日[僻 ､欠EL旧 二､関目桝出

軒別肘LLJ版附17-における動的囚Fの検討-とくに111J-m遊動の役割について･

臨床神経 241339,1984

≡)F公夢､放出秀夫､橘 滋周､E哨l日脚道､岩比員埋､仏)F放り OvcISLrelcl1

位例と若咋性-Ilu上肢肪塵肺柾 臨床神経 261434,1986

三井公I夢,飯LU秀人.構 滋国.大和山降,矢UI賢三:Ovcrstrctchは例の約療

SplnalSurgery3:137-141,1989A

≡)ト公彦､飯En秀L化､橘 滋同､矢Llげ三三 OvcrsLrcLchllE例のT:術治桁

駈床神経 291577,1989B

MISmUK,KalltaJCenLl7111TlOtOrCOnducl1011inHlllyamadlSeaSe.Electrenceptlal

CllnNeLlrOPhys97:73-76.1995

望月11人､後傾悦雌､歯多fEl_次､小林肘 1三､祁日日知鵬､村Ttl 浮､E月d:fmJr三雌､
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寸用秀繋 JITLltITfF二Tf胤椛 (ncx】onmycl叩Ithy)の町仙lTJlIEH=rr-う作髄､

唖JJ張の軌rr.J変化および倣IJ袋の柄PIL!糾糊桝比について

賂膨外科 Ll7162-166.199t'

Iも])I栄一郎,祖父tt泡郎,高脈 IVi,f日二 研､た勝進一別 McLnzalllldcCT

myclogT7'Phyにて-17髄加 古渦度域を示したLt咋他 ヒ版退位部軌跡仕切萎鰍 It

臨床神経 24562-566,1984

向)I米一郎.祖父汀也即.武雌多汁郎,.絹鯛 昭 ,IL膝迎 一別 才‡咋性｣JLi追位
誹髄節性筋萎縦柾のレ親･'羊的輿'.常所見 臨沫神経 25･620-626,L985

Tl･J)J=栄一郎,松尾敏和,武雑多沖郎.市柄 1Lli,祖父江逸郎 .茄jF仕上Ju(退位榔

髄節仕防萎掛売のMRl臨床神経 27･99-107,1987

向井栄一郎,矧Ln糾兆､苗鯛 旧,松尾敏和､祖父r⊥也郎 岩iI三性上版退位誹

髄節性砿萎縮症 .臨床経過とMJtL臨沫神様 281349,1988A

向井米 一郎,満r''L.順 gLL､松尾敬礼 市統 Im,糾父テl逸郎:Li''Tli仕上版退位i邪

髄節性筋萎縮症 臨床経過とMjくⅠ臨床神経 28 L580,1988rさ



I.日llWlth,州碕 叩呈.脚 1･行′l三.中川補之･･･:L.･俳Yf也.γ.il-1n 仙H J上長nE葛縦;7.IF

の充/LtBJF-楓以外肝l-1別派うっlflL臨床朴経 32213-216.1992･

Li岡正範､中日lJ且述､千En7:て遜､械地Ll三之､桝休帖太郎 l'T'll三性 -mu上Ju肪惑縦

1iEの肪'lLZl賀】学仙検ふ1脳神経 32821-828,1980.

小雀智嗣.谷目 性,荊rn 7;xt,llJ木勝彦.鮫店店邸.17木俳人,.T.tT.‖ 均.

皿尾',宗司 平ErJ蛸に対するFEi仰:11TjjJ一囲泣術の l例.粒形外科 4383-87.

1992

阿木IPLi夢,大川 汚.lfl井 修,山榔伊装,J青熱椎部nexIOnmyelopilLhyの1例.

東日本臨建託 1:13-17,1989

人成東弘,LLILu勝久,蜂谷将史,藤井英世.嫌下形彦,大久保傑彦,三原久範.

股上弛彦,花堂祥治,近顔総-,斉藤裕一,岩村純一 岩咋&-における野t椎

部flcxlOnmyelopaLhy一柄態と後方同'&術の手術成Ali.

臨紫外 28･1119-1127,1993

PensJLi.SencvIITlLncKN,WICkrcmaslnghc111く,CunatllakeSli.GamagelモNon

famLllal)uvcnllcd-stZl]spmalmusculaI･atrophyoruppcTeXLrcmty.

- 39 -



JNeuroINeurosurgPsych･at52314-31911!)糾

I'cnnH-gLaridZw乙IagIIVD Lil仰1cc)-anICLl】̂ sIX=CtSOlSIXmllyloL■cMyclop･'llhy

AcLaRadlO151090-1103,1966.

P]lgaardS:UnllaLcI7Il)uvcnl]CmuscuL'lratJ-OPhyolUPIX)Illnlbs

ActaO山10PScaTldlnaV39327-331.1968

RcldDJAsccndlngnCIIvCt-00Ls.∫NcuroINeurosurgPsychlat23148-155,1960

RcldDJ.)三lfccLso‖1cxl0n-CXtCnSlOllmOVClllCntSOrtheheadÌndsl)lneulX)nthe

splnalcol.dtlndncl̀VCrootsJNcuroINcuTOSufgPsyclllat23214122L,1㈲

1モObberechtW,̂ gulnC'llBoschLVL),111CySP,NcesH.CassHmlりJ,Mauhl)SC.

l:amllla】JUVenllcf∝alamyoLIOl)hyortheul)[氾rCXLrcmlty(Hlrayallladlseasc).

ArchNeurol5LI46-50,1997.

佐々水和盛､IJJ内裕雌､鈴木和彦､Jl.Lil.備 _若年性非in;行惟T= 前腕nZ,萎Fm,i

(平山病)の3症例 臨盤外 12517-521,1977



S‖一ghN,S山､dcvKK.SusllCLCl'1̂ K･Juvcn･lc nluSCulこ1..(ltrOPhyl(KlatlY･Cdt日 .=111S

A∫chNeur｡137297-2LJ9.L98O

sobucI,SalLoN,ll血 M,AndoKJuvcn･1cLypcoldlSLaliLndst!L'mCIILall11uSCul訓~

atrophyofupperCXucm山cs･AnnNeuroI3429-432,1978

橘 滋国､三井公彦 FI髄追伸･jLiによるTf敵将PTの実験的研究 .

脳波防問図 14･114-121,1986

橘 滋周:行髄過伸張症候即.現代医療 221429-1433,1990

紙 滋国､飯E月秀雌､矢凹斑三 冊恨i空洞拡大図1-としてのTf胤内圧変化のrXJEJ

朽馳空洞症とそのE渇遊侠似の蛸態と治府にE淵する研究 JLj･LE省 rET一成2咋度

研究報告.卑pp25129,1991

橘 滋国､飯山秀雌､北脚 i雌､矢tll貿三 TT価空洞症の空洞紘)(における門惟

内旺変化のFAJLJ-について 市価空tl"37正とそのrR腿 ,矢,JLlの九i;!虚と治史郎こI淵する

研究 JT一生省 平成3咋IE研究職告.!ipp5O-52,1992

橘 滋同･野1他/神経根の軌懸力学rM W_E-:神経進歩 37･188-196,1993

41



川代邦雄､北川まゆみ､僻地.滅ぶ ポ咋作 ･ul日 収砺萎軒柿

神経内科 28121-127,1988

得丸辛)i,那)f=公人､17･ILl.LE追 若年性-81lJ上肢筋萎縮症の病態機序 -Tf他Li

と敏腕病変 蛤床神経 281580,1988

村九一巨人,平山).tl造 ･岩咋性-側上)は偶萎新任におけるF部繋i性硬J以後聡の前)J一

移動について 塩床神経 29.1237-124:i,1989A

Valsalva試験のill/"'Iによる朽牡硬l腿の移動 砥床神経 291576.198913

料)L帝大,平山破過 /LJi一年性-urJ上肢耽萎軌 道の病態機JJy;-C′rMyelography

による野l悦および敏腕町変形の検討 髄床神経 301479,1990

11けL幸夫.甲ILJ,tE造 岩'･F也三一側上肢筋萎鮎1丘の病態機序 - シネMlilによる

下部野l馳敏膜外腔の血流動態の検討 鴎味神経 31:1450,1991.

才ミけL等犬,平ILr懲造 岩咋性-側 1-Jはm萎縮椛の野1州カラー的癖成緋

- L12 -



臨床神経 321102-1106,1'B2.

糾九七人 l川二性 ･側 LJ抜肪萎稲1d+i(､lfllJhl)の神経放射扱ノ抑 )tTri上.

朽経か髄 599-108,1992.

和人やik,甲山JJl(並:若年性一別｣｣は瓜着払綻(y･山hiil)の痛感挽序 一朝髄

硬膜後壁の伸展性と左右差について 臨床神経 34 996-1002,1994.

糾人手Jt 若年性-turJ上Iu筋萎縮柾 (,Fl｣HA')の軸椎カラー療法

日本バラプレジア医学会雑誌 1026-27.1997.

'romaSandShl0ZaWaZ.AmyoLrophlCCCrVICalmyclopathyln血)lcsccncc,

JNeuroINcLlrOSurgPsychLatry58:56164.1995.

矢川賢三.橘 滋国,開脚朗遊:軒椎と斬髄の相対的不均衡によるTf牡障'Bに

IXlする研究.厚Lk省神経疾魁研究委.7u少,脊椎熊符に作う神経梓'Bの発生

及びT･防に舶する研究.昭和56jF度研究稚告Lb,PP48-55.1982.

矢uJ毘=_.描 滋同.三井公彦,阿川桝冶 郡経と斬髄の相対rr･)不均衡によるTf

価肺'粥にrR]する研究.厚LE省神経炊..Eil研究委託官学,Tf椎児'FT亨にLY-う神経搾rB
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の発Jl及びLT･yJに関する斬兜,lm和58印度研究職門.li､l叩 110-115,1984_

矢Lllfl三､橘 滋帽､二)t公虞､蝕u秀蛙 gL+tt.と雪i髄のhJ刈rrlJ不均軌による

治鰍 こI児する研究 F7一生省 昭和59iF皮研究報告.ltpp23-28,1985.

矢【rl貿三､橘 滋国､三井公彦 類推と珂髄のfEl対的不均衡によるTf髄節rBの

発J_いこE娼する研究 .発生非常に)ふっ く̀朽他機能肺L.11の7･防と治療に鵬する

噺兜 犀り三朝 昭和60年度研究軸fI子.tipp26-32.1986

矢Eilfl=_､縞 滋周､三)f･公彦､北b;flitLL斬仲と斬髄の糊剤的不均衡による

Tf胤l昭'L'の発LEにERlする研究 発リ三)でIi糾こLtつ くTf惟機fm･T.Lfの予防と

治蛸にLNする研究 厚LE省 Fru'和61咋度研究職ILi,lさPr)27-32,1987

山崎正-F､517日周遊 :旺 時佃曲線描画法によるQucckenstedHesL

(Queckcnstcdtグラフ試験)-Tf胞腔狭窄におけるその意識.

臨床神経 3O:2L17-253.1990.



Tablel(i). summaryofclln]CalllndlngSlnOurmnePatJentS

Case AgeSex ABCatHelght Symptoms lluscLeatrophy Sensory AbnormalDTR
onset dlStUrbance

AbnormalEHG

(neurogenlCChange)

l 19/Ll l6 L74 Ltrlnger ltforearm,hand Lt8C,8r,TcI
wcakness

2 1911 18 168 b11hand blLarms.hands bllTcl

ltDel,8C,Tc.FCU.ECR.10D
rtrCU.Ion
rtFCU.rOD,Tc ltFCU

weakness
3 2111 17 178 1thand Ltarm.hand ltBc.8r.Tc, ltTc.EDC.FCU,loo

yyeakncss
4 25M 15 174 rtflngerb日 forearrrLS.hands rtBr.Tc了bllPT.AT- rtTc.EDC.FcR.FCU.FOD,APB

vreakness itFCU.lOD
5 20M 17 170 rtfLnger rtarm,hand bllhands rtBc.Br,bltTc, rtBc.Tc.FcR,ECR.EDC.10D,AbDll

weakness ItlOD,AbDM,Tc.FcR
6 18/M 16 169 Tthand rt.arm,hand rthand rtTc-blLPT,AてT rtTc.ECR.EDC.FCU.Job ltIOD

weakFleSS

7 18/M 15 169 rt hand rtforea川,hand rthand rtTc.EDC.FCU,IOD,APE.AbDM
weakness IiFCU

8 211L 16 162 rtfLnger rt.hand blJTc, rtTc.EDC.FcR.Flu.APD.Ion
weakncss LtEDC,TOD

9 19/-1 18 171 rthand rtforearm.hand bl1arnS.hands rtBc,BrーbLLTc■ rtTc.EDC.FCU,IOD
yeakness

AbbrevlatlOnS Se】く M male rtnght ltLe氏 bLIbllatcral
AbnonnalDTR(deeptendonrene.Y)･BcblCePSBr-brachlOradiallSTc.tnceps PTpatellartendonATAchlHestendon
EMC(elecLrOmyOgraPhy) DeldeL【old Bcbleeps Tctnceps FCRflexorcarplradlaEIS

FCUnexorcarplulnans ECRexterlSOrCaJplradlallSEDC.extensordlgltOnユmCOmmunlS
IOD･IEILerOSSelDorsallS AbDM Abductordlgltlmlnlml



Table1(2). summalYOfcllnlCal6mdlngSlnOurnlnePatlentS

血terLOrnlgrat10nOftheDOSterLOrdura CervICalola川Xrayrllm LLRI Shapeor
Case dlStanCe Myelography PMCT FlexlonMRI SpLnalcanal帖LaHgnment Cordatrophy Stralght cervleaLspirle

(mm) dlameter(nlm) spLnaLcord

notdonc 14 C3/LI,L15 1tC45-Tl

notdone 15 C4/5.5/6 rtC6-Tl

notdone 17 C3/JI,5/6 1tC517

notdone lg C3/4.4/5 rtC6-Tl

16 C3/4,4/5,6/7 rtC4/5-6/7

18 C3/4A/5,5/6 rtC5-7

sllghtlykyphotlc

kyphotlc

kyphotlC

kyphotIc

lordotlC

stralght

∩(】tdone 16 rtC4ノ5-7 1 sHght】y】ordotlC

14 rtC51C7TI sLIghtlykyphotlC

notdone 18 rtCLl/5-TI sllghtlyEordot】C

AbbrevLat10nS

Sex M male rt.nght 】tleft bl】bllateral
PMCTpostnlyelographlCCOnputenZedtomography MRImagrleucresonanceHllagtng



Table2.cl‖-icalsullm､aryOrCOnLrOlandpatlentgroups

No ĝcSexLligllLr;rolrp I)1SCaSC CSSS●

り乙
2

2

2

2

-
-

･･-
2

2

2

2

つり
.バリ
5

ハU
7

gU
g

(U
II
2

ntu
.EF

I

1

1

1

1

l

1

2

2

2

2

2

25 29

26 2tJ

27 25

28 29

29 28

30 29

31 28

32 28

33 26

34 28

L)aLICrltgroup
l ll ll 174

2 1g H 168

3 2L M 17&

1 25 州 17/I

5 2(I N t7(I

rl H) M lGt)

7 18 N IGlJ

8 21 ll I62
) 19 M l71

hysLerla

ulnarncrycPalsy
Lrcmor

LllOmCJCOuLIctsyntlromc

ccrccraLpalsy

lnVl)lantary■ovcpcnt

rTlUhlPIcsclerosLS

polyllCUrltLS

ncl=rlgltJS

ncHrOPatlly
lurrlbarLurnor

叩Iynel‖1日S

uIOraCJCOuuetSyndrome

Lctnrly

JuVCnHcParklnSOnLSn

rlySLcrEa
tllOraCJC I.uTmr

pcrlolllCl)∂raLysIS

multlPIesc)crosIS

vonFtcck日11ghausen
GulLla‖いtlarrc

trcnor

cnccphallLLS

cubltaltLJnrlelsyntlronc

～.rr,D volurlLccr

～.T.D yl】】urlLcer

～,S,D volunLcer
～.T,D volunLccr

～T,r) VolunLcer

～.T.D volunLccr

JIT,D volunLecr

N.T.D vollJnLcer
〟.T.D vo】unLeer

～.T,D volunLccr

JuVCnLLeCFNH

)uvcrHL■-仁ドN‥

JuVCnllcCFN‥

JUVCnHcCTW '

JuVeIHIcCFN‥
JHVCllllcCFHH
JllVCnllcCF･1MH

JllVCnllcCI･'N'.
JLIVCnlLcCIllMH

b̂bleVlan0nS

CSSSt cerv】calspmesllaEX!Score

CITPvl‥ ccrvICa川cx■onmyclol)aLhy Sex M JTrlLc ドfcrTIBle



｢

Table3 Jくcst'1Ls('rLtlCCOml'こmS''nSこImO-哨 thcLITOUl'SHHJUsstu'ly

NoaSUreEM'nt Ta一l■8lc(T) Shortl.tLLc(S) Ll"lo(LO l-emlo(l) l'L't川1■LBrOt'Jl(ll9)

piL'BAt･LerS l10uF'(n=15) grDljr'(n:7) lrOuP(h=22) zlrOuP(n=]2) hOLJLrzllI油.I.1110n nLLer､S■orl('.~7)

｢…｢ ｢ ●●●｢ ｢ ●●｢
】l(C■) 1753±3E L63 1土54 1714i69 1599土68 】706土J15

｢ ●｢ ｢ ●●｢ ｢ '●●｢
J(rn) LSO3士91 2れ 5土'-L L175±90 L361±67 15(I7i:36

｢ ●｢ ｢ ●●｢ ｢ ●●●｢
C(nEl) 895±54 8LL4i:22 879土52 017±51 910土32

Y(～ , 9.2三言 ●T lゴ二･･二品 汀 ●●'T B土｡.

S(h, ,｡5よ丁●? ,よ÷~二 言二 云 tr ''丁 2士,0

｢ ●｢
]/ll(I) 86±04 87土OJ1 86⊥0.1 85士l)3 88±03

｡川(., 5 は ｡, 52土｡2 51よ言.~~丁 .這 二二〒 た ｡2
V/ll(～) 52±02 63土02

S/Lr(I) 52±O2 5 3土02

｢ ~●.二二~コ
L:02 rI2±02 5-t:

｢ ●二二丁:= コ
T,･D(_, .78土., 15相 , 】72よ .~~= :言~一己 2｡

,"･, 6.99iT 'コ 士n :二言 二言 ∋±.57 522｡±1｡｡

csss 2,士.5 37上｢ ~二完 ここ誌 U8 2｡上.,

IJlrTLt5F)

86g士29

91Li22

flワ1.と27

86土05

5)±02

53土(J2

52土O2

valucsalC"lC･1"S±Sl) . 5馴 nC･l"し(pくUU5)■■sLgrllrLCaHt(])くUUtTJ) ++ISlgnlRc.lIm(Ll<UOL鵬 )
ilJlclHht CSSSCcrvlt:llslMlCSI1- score ll･I,LoulrusLCrrOr("sL･Hlul Ê ll̂･1]叩 lc



Table4 ResuLtsofthecoTnPanSOnSbetween【hedatalnneXed,neutralar'dextendedneckposIUOn

PatJenHn 孤 (n=7)

蜘 neutTa] extensIOn

DvnamLC-MRlnanngmak (℃)… (n==LO

nex】M neuml extensMm

1｢一一･｢ ●●,- ･-J
J(EqZq) L565±4I 〉1521±25 〉1461±55

J+ ●●
C(DZd) 962±45 〉 9L9±3I〉 869と29

qiiiiiii- Liii
Y(Db) 956±37 〉 935±32 〉 911±22

ト ●,J
S(Jln) 940=3I 〉 929±30 〉 894±2.7

に=~こ~二三●｢
TPD(EDDl) 21.1=47 〉 150±27 〉 141±17

｢ .lll.･.ll
F/N Il±01

F/E 12±01

lド..｢ 川,_JT.1(') 5598=144〉5247±146〉4829±259

｢ ~~~~~~‥｢
1565±44 〉1517±62 )1464±7i

Jr-.｢ ●●+ 1
943±39 〉 899±49 〉 851=58

ト ●
944±33 〉 912±4L) 893=5.i

1+ ●
935±34 〉 907±44 〉 876±55

i Hiiiiiiiiiiiiiiiiiiii1
190±37 〉 16.6±23 〉 153±20

回E･XHiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
14±03

15±04

lド...｢ ●●●÷-..._｣
5▲196=121〉5233±128〉4785=189

Valuesaremeans=SD ･pく005 ･･ p<0005 ... p<00005
TPDtotalposter10rdlStanCe FninexlOTt/neutralposltlOn F侶 nexlOTVe-ytenslOn TAtotalangle



Table5 FeaturesofthecervJCalsplneandsplnalcordlnthegroupsofmales.females

andpatlentSWl山)uvenllecervICalnexlOnmyelopathy

Lengthof LengthofShapeof Shapeof Lengthol Lengthof

Group He]ght cemCal ceryICai cervICa】 cervICa】 cervICal cer･V]ca)

splne SPtnalcord splne SPlnalcord spinehelght sp)natcordmelght

Males ta]1 long long lordotlC lordotlC nOrTnal noma】

Females short short short stralghl su711ght normal norTnal

CervICal

flexlOn tal一 verylong verylong st乃lgh〔 stralghL large 】arge

mye】opathy



iJ胴群 嬢.'LJ群の中日川とMRIO)データ (碇例番号Etl.ablC2に)l応)

No J C V S JJ" C′lEY/H S/H 4̂ 5̂ 6人 T1 5P 6P 7P ll〉D
(Ed) (Nn) (m) (mJI) (X) (n (‡) (X) () () () () (M)(Mn)(rII) (nq)

3
3
7
7
7
0
7
3
7
nU
7
7
7
7
7
7
7
7
7
3
3
3
3
7
3
3
hU
3
7
7
qJU
3
3
nU

.q
7
6
LhJ
5
nU
3
RU
5
LLB
L;t
LJ3
5
T
LE3
一｢
Lt)
d.
T
ハU
7
nb
6
4
5
.4.
LL?
5
5
5
7
5
5
♪U

7
3
3
nU
nU
りl一
7
7
0
3
3
7
htU
nU
ハU
つり
dtU
0
7
7
3
7
hU
一~U
7
0
hU
7
0
7
3
0
7
7

d.
LU
6
7
nU
7
5
6
5
6
nU
nU
6
ハ1
Lb
4
ハ_~
7
4
nU
7
4
.6
にU
L.TT
LL=
LL=
5
たU
5
00
LL'
6
♪U

nU
5
5
5
0
nU
5
0
5
nU
0
0
Ln
Ln
nU
nU
O
5
0
hU
LJ'
lヽU
O
5
Ln
(U
nU
5
0
0
LL?
5
nU
一.a

粥
∽
脱
油
醐
524
51t
550
M
m
馴
532
478
欄
493
刑
州
523
m
5-1
503
487
洲
跳
5-2
㍍
..M
523
糾
M
525
州
別

m

l‖仙0
0

0

5

0

0

｢r3
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0
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LJ=
O

LL?
L.n
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5

5

0

5

nU
0

nU
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0
0nU
nU
爪U

帥78
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68
約
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別
62
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68
相
68
74
78
69
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63
7･
相

0
0
5
5
5
5
0
5
ハU
nU
5
nU
5
5
｢u
nU
0
O
】.=I
nU
5
0
nU
0
LL=
nU
nU
L1
0
日U
L1
0
U;
nU

蛸
76
馴
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79
朋
F
朗
84
7･
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用
59
糾
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叩
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71
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68
6t
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乃
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79
m
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67
77
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nU
LJ3
0

0

nU
5

5

nり
O

nU
0

S

0

lへり
O

LJ7
0

5

nU
5

LJ3
0

0

0

0

0

nVハV0
HUO
5

LL'
5

腿
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貼
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=
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馴
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帖
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朗
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76
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4
.
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t

9
IIIPU-
n
J
2

2

3

2

ntU
3

7
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nXUI
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6

-

3

2

7

0

2
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0
●･1
0
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-

5
1J?
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5
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5
4
LL7
5
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5
4
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T
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5
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5
5
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0
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LEり
0
5
0
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0
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閲
紺
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m
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m

9
7
バリ
2
2
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5
5
5
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0

d｢
6
].n
I
9

0
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0
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八日U
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RU
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9
2
1
0
9
9
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7
7
7
日yU
7
7
6
7
7

4
LLt
T
っ‖
-
7
3
7
2

5
5
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LrB
Lr>
U7
5
5

8t
90
87
粥
80
73
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朋
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8~
76
88
帥
81
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蛎
82
約
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97
85
糾
93
粥
幻
馴
9~
87
92
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封
印

0

7
7

7
7
7
7

7

3

ハU
O

7
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7

3

7

3

7

7
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7
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3

3

7
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72
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和
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別
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馴
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9-
約
91
馴
朋
8

3

八lU3
3

0
77
日̀
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3

nU
7
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3

0

7

1
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7
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0
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7
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3

3

p
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3

7

3

8
3
9
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2
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3
7
･-
4
4
5
バ｢
ハU
8
八日
_~U
8
1
~
♪U
(U
l.3
6

3
一q
T
3
一lJ
2
3
人｢
3
3
3
【′】
4
3
-1.0
4
4
5
.〟.
.八｢
つり
6
3
3
5
に∪
3
バ｢
5
5
5
5
5
▲パ｢

t
2
3
T
5
6
7
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g
l

;
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t3
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15
tG
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t9
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別
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27
誠
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別
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3
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舵
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89
粥
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別
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仰
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引
d

I
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4
5
ハり
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b̂brevLat10nS T̂ tolalar唱】coHhclowcrcervICa】spmalcord
'1γDtotalpostcrlordlstancc



15JLtdT(POT)dJ仙地MRJのデー タ 日.r桝F'ilrLTablC2に)捕.I)

N【) .Jcck J C Y S JllCllV/H S/H LlA 5̂ 6A T1 5P 6P 7P TPD

poslt10n(I) (■■ノ (qJ) (■II)(～) (I) (I) (1) (●) () (●) (') (tll)(JJ)(")(M)

F 1607Ⅰ00 7 987 97.7 92 58 57 561890)89.51870565.5 73 73 73219

1 N l513 933 95.3 9J3 8_954 55 5.41760】7451695'=J20_0 50 43 50】43
E l107 86.O 91_3 877 81 Ll9 52 5.01550】52.51580457.5 47 Ll.7 53117

P L563 9･13 別.0 923 93 5.6 56 5.51855188.518855625 8310_0 73256
2 Il 1523 LJ17 927 92.7 tIL55 55 5.517651765177.0530O 53 Ll_3 LI313_9

E 1473 857 89_3 887 8.8 5.153 5316201665)6754960 Ll3 47 43123

F 15901010 99.7 97【)89 57 56 5519)01900190.0571D 9【I73 57220
3 N 1533 910 963 953 86 53 5L151̀1790175.5)74.05285 67 63 57187

7: 1393 830 907 877 78 117 51〟)915001/160lL155LILl15 67 60 43L70

F 1533 963 9.L3 930 8_8 55 5J1531860llJO0l90.55665 60 77 90227

1 N l527 930 937 927 88 53 54 53L82【)181018205450 63 57 63183

E L423 8!】0 9tO 907 82 5152 5217【)0170017005100 50 37 63I缶O

P 14fJ3 877 887 887 88 5I52 521770175017605280 5ーD 50 53)53

5 N LLl7.0 850 870 867 8.7 5.0 5L5I17101LJ901LI25502.5 37 こI3 1I0ll0

E )51tI870 897 887 89 5153 52】60515951580LI780 /t0 Jl3 37120

F lbL)こ】977 973 957 95 58 58 571875】88Ol8805635 90 90 83263

6 N l馴 0 93こI960 95.7 9t55 57 571700170017105日0 53 5こIL17L53

E 】537 920 957 950 91らll56 r)6161)r))6IJ51710510U LI3 47 531′13

7 N l･15こ1877 90【)893 86 52 53 53)60517OO)7305)25 JI3 -I3 4312【l

F 1563 957 96.3 937 9ー6 59 5.9 58186.5L88018705615 LI7 47 Jl_7L41

8 N 151_3 930 93.7 93.0 93 57 5.8 57179.0179.017805360 53 L13 Lt.013.6

El 1487 857 89_7 873 92 53 5_5 5L11630L63016)_0Lt87(I40 43 5013_3

9 1I ILl60880903 897 85 5I 53 5_2170017(L5172.05125 3 3 40 37日 0

b̂L)revlaLJOnS

NcckpxsiL10n Ffkxlαl N ncuùallDSlll0JI EcxLCrlS10n



1日rW (L)小目 のd.J雌 MRIt/)′｣ '/ (J川 畑,I,lllr.ltllcZl~IJ心)

No Neck J C V S J/H C/H V/H S/ll JÎ 5A GI TA 5P 6P 7IJTPu

posIL･o･･ ･LP) (帆) (u) (叫)(～) (I) (Ⅹ) (I) () () 日 (一) hl.)(.且)(■.)(=)

P 1583 93_3 lJ40 933 88 52 53 52L805179_5L8005395 60 53 57)7tl
25 N l580 9J7 9日J937 88 5153 52174LH705)6805125 57 53 47I57
E l550 900 937 923 8.7 5.0 52 521595158015904765 57 40 3713.LI

F 1600 993 99_7 983 9.156 5.7 5_61855189519205670 50 6_3 ,I3L56

26 N 1597 990 987 987 9.I56 56 56)800179_0178.05370 5.0 43 531L16
E 1517 tJ57 980 96.7 88 54 56 55166016851720506ー5 E13 47 57日7

P 1493 913 913 893 8.9 5_4 54 5.31875189018805朗 5 53 57 5.7I67
27 N 1393 82ー3 8J13 837 83 LL9 50 5_017501710目礼051JIO 5D 50 50150
E 1363 803 8:13 820 8118 50 -I916251615162.0L189O 17 L17 5014IL

ド 1527 927 930 927 87 53 53 53L810182D182551J15 73 63 57)93

28_N ILL83 893 91.3 910 8･)5L52 521750】7LL51711O5235 57 53 47】57

E l410 853 的 3 880 82 49 515_016JIOl605L595L18LID J13 50 50113

ド 1553 m 3 967 9tJO 89 56 55 551855)85518555565 77 73 7722ー7
29 N l513 917 923 917 86 52 53 521820t8DD17805400 60 57 47164
LI JJl10 8こ17 883 870 8r48 50 5OI6JI0l605)615,1860 6(】57 '1716,I

E7 1553 893 900 890 88 51515118OOl80D174053′tO 70 67 57191
3D N 1510 857 883 873 8G LI9 50 50】73Ot72nl醐 oTHIIO 57 57 ,10151
P. )JILI3 790 833 8】0 82 15 ,17 ,ILH59015651530L1685 50 53 47150

F l627 957 960 953 90 53 53 5318O51815柑35TJJ15U g7 9L)7726Ll

J】 N l573 Lll7 927 920 87 515151175ul75517505255 83 73 67223
F, 1570 9】3 9Ll.7 933 87 5153 52)G50】6Ll0t620J191O 77 67 572Ol

)7 1510 887 9u7 9OO f=】5152 52Ⅰ795】765177.55335 1.7 E17′13137
32 N 15【)3 813 873 8638.6 18 50 5017U5167OILi305LX)5 50 53 LI7150
E 1433 777 837 800 82 JIB J18 ′l6lJ160116014L15J1365 50 4_7-13140

F )63_0 997 987 977 9J55 55 541835185518JI55535 63 63 60186

33 rL Ⅰ557 (J13 9-I.3 9-13 87 52 52 52)775177517505300 67 53 57177
11 1183 85:i 913 8tJ3 8_2 4_7 515u1550】55.5155tい1655 J17 50 ′17111.ll

F lSll7 953 9.I3 930 89 55 55 54L8′10186【I18805580 77 67 63207

all N IJ163 88.7 890 887 8_5 515)5I1785179D1780535.5 6_7 6_0 57184
E L400 823 87.0 86.3 8AJ18 50 501625159【)1600481_5 6_7 53 L)7167

b̂brevLatJCnS

NecklXBltJOn F fkxl0n N neuLra]LXXilt10n EexLCnS10∩



軍閥iI蝉 立亀
Flg1l'cJlnlngr'(PemM】LfetaL1966)により強粥さlL,fI瓢惟後屈†如~3'lTる'plnCe… IeChaT11Sm

変性椎間板の枚方突出(前ノ)一凶7-)と苅色Iq肺 ･捌 如〉た))み (1'粂方凶 ()に 上り骨髄が

は迫される

＼

-
1

｣

飢

閲

'
:.
.

･
仁

･
･
-

-

-

い

FIE2I!■C'xl■(Brc哨CLal.1966)に上り,7.･さLLf.-'cWtXtPrCSSurC'(ム大日])と

raxlahcnslOn●(細矢印 )



∴

㍉

′し
′

取

離

恥

l揃屈位 後),lミ位

F･g3･大tur,(,iTL'rOVCrSlTctcIHl.I:hanlSm'F7i惟爪剛 い-TF髄U川r粥と椎肘 -上7JfE迫所見を
呈うる (欠 u]L-',L982)よた､析屈時に後根の cJILryzo●1eJt輔側作如し.後脚 り欝明/州 喋

を18yJる (矢田LL,,,1984)

調

F･gl 句地■''. ⅠWIqkt('に上7JllghlduraJcanallnFIcxltJ.I(菊地･,1987. Ⅰ≠nq;LkHlL.lI.】9A7)

Tfif牡rFiJ鳩叫nliL)J-fl如してきた劇 q綴甲 (如矢印)と拙作l~より (人丸HJ).打払 いlEJt隻

LりEf迫を 'JLTろ.
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Fl居13疾･uLl臥 93他帆 女性畔の身長と印惟長U)F別保
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FIg14状む帆 ソ川 肺 女性桝の印椎･印髄U)比轍 (模式図)(･rabLc5参iyl)

911JJ=畔に化し･加 相 順 唯.FIl髄とも直線型をなす 様似岬の閉ffE朔朝型It女作

に近似J7Jが.長邦である
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短珊 艮野l

F■g15短野1(左 ) 良和 (右 )の比較(模式図)

厄鞘に化して足和U)九りくIB:矧 こ近い弼仰印朝型を示し1こ
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lFJ･lTg川t 火常l-I.k止した刑 k

F鳩 161E*印惟 (衣 )と異常に成長した軸椎 (Jj-)の比較 (i貰式周)

相和 か粍常に成長した場合.本研死の計測方法でIt弼輔Jtt}白地的rF<くILる
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FIE17億鞘 ()こ).r<ELi(右 )の化頼 (悦べ[<1)



-

g

I

=

=

日

iiiH

iiii
i鳳

鳳

凹

｢
〃

∪

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ML..r 椎ML:r

FIgta軽度絶Aillu,-′lPLLrr'J状也♪してl'iJそし/､とWJt'した症例の場合 (柑Jt:Lzj).

i支局位 (t'A)l-LtLr■州 川立(Lr'央)は.FTJl川つ的屈位 'と/i:りTrt椎弼1割川 棚 Jる

荊屈位 (h=.)ILl相対的留Iifi屈位 ●となり.期惟翔価はさらに伸沸し､TFt5 接仰rt朗力

にilえ斗Jtl'に前方f!動1-ら
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Flg19fLif糾糊 付､前払位にJjける矧 虻椎体lmlal一gJmCntの成tdについてV)仮.一見(柑式LA)

lfJFZl)l立にIJいです()TT恥 ･削剛 川棚 されていf'状態 (矧 性EJi僻 不Je)紳t)Clt.mkr的に

短い神髄と脚tJn 川l引州ノJrF'.=こ引っ舶L',lLTJ(蚊帳 太い,EA失I-rI.r川fl如仙､,Jlt矢L~lJ)

こLLl)の張力に地肌する力が和ftEを弼Iii仙Jh､｢}u三縮する).;)に柵.I(Ell矢rl)).こJLが

鞘推椎体のmataJlgTuTN:nt(斜d)の矢印 )の肘 司と/LTJ
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